22　次の文章は『史記』司馬相如列伝の一節である。この文章の前で、司馬相如は梁 (りよう)の孝王が死去したのを機に帰郷し、旧知の令（長官）を頼って臨 (りん)邛 (きよう)（四川省邛 (きよう)崍 (らい)市）に行き、土地の富豪である卓王孫の招待に応じて令とともにパーティーに出席する。よく読んで、後の問いに答えよ（設問の都合で返り点、送り仮名を省いたところがある）。　　　　　　〈広島大〉二〇二二年度出題

　是 (　ノ)　時　卓　王　孫 (　ニ)　有 (　リ)㆓ 女 (むすめ)　文　君㆒。 (　ナルモノ)新 (　タニ) 寡、 (くわトナリ) 好 (　ム)㆑ 音 (　ヲ)。故 (　ニ)　相　如　繆 (いつはリテ) 与㆑ 令　相 (　ヒ)　重 (　ンジ)、而 (　シテ) 以 (　テ)㆓ 琴　心 (　ヲ)㆒ 挑 (　ム)㆑ 之 (　ニ)。相　如　之㆓ ( ゆクトキ) 臨　邛 (　ニ)㆒、従 (　ヘ)㆓ 車　騎 (　ヲ)㆒、雍 (よう)　容 (よう)　間　雅 (　ニシテ)ａ甚　都。 (みやびヤカナリ) 及㆘ (　ビテ) 飲㆓ (　ミテ) 卓　氏 (　ニ)㆒ 弄上㆑ (　スルニ) 琴 (　ヲ)、文　君　窃 (ひそカニ) 従 (　リ)㆑ 戸　窺 (うかがヒ)㆑ 之 (　ヲ)、心　悦 (よろこビテ) 而　好㆑ (　シトシ) 之 (　ヲ)、①恐㆑ (　ルル) 不㆑ (　ランコトヲ) 得㆑ 当 (　タルヲ) 也。既 (　ニ)　罷 ( やミ)、②相　如　乃　使　人　重　賜　文　君　侍　者　通　殷  勤。文　君　夜　亡 ( にゲテ) 奔㆓ (はしリ) 相　如 (　ニ)㆒、相　如　乃 (　チ)　与 (ともニ) 馳 ( はセテ)　帰㆓ (　ル) 成　都 (　ニ)㆒。③家　居　徒 ( たダ)　四　壁  立 (　ツノミ)。卓　王　孫　大 (　イニ) 怒 (　リテ) 曰、 (　ハク)「女　至 (　ツテ) 不  材 (　ナリ)、 ④我　不㆑ 忍㆑ 殺、不㆑ (　ラント) 分㆓ (　カタ) 一　銭 (　モ)㆒ 也。」人　或 (　イハ) 謂㆓ (　フモ) 王　孫 (　ニ)㆒、王　孫　終 (　ニ)　不㆑ 聴 (　カ)。
　文　君　久㆑ (　シクシテ) 之 (　ヲ)　不㆑ (　シテ) 楽 (　シマ)、曰、 (　ハク)「長　卿　第 ( たダ)　倶 (　ニ)　如㆓ ( ゆケ) 臨　邛 (　ニ)㆒。従㆓ (　ヒテ) 昆弟 (　ニ)㆒ 仮　貸 (　セバ) 猶 (　ホ)　足㆑ (　ラン) 為㆑ (　スニ) 生 (　ヲ)。何 (　ゾ)　至㆓ (　ルト) 自 (　ラ)　苦 (　シムコト) 如一㆑ (　キニ) 此 (　クノ)。」相　如　与 (　ニ) 倶 (　ニ) 之㆓ (　キ) 臨　邛 (　ニ)㆒、ｂ尽　売 (　リ)㆓ 其 (　ノ)　車　騎 (　ヲ)㆒、買㆓ (　ヒテ) 一　酒　舎 (　ヲ)㆒ 酤㆑ ( うリ) 酒 (　ヲ)、而 (　シテ) ⑤令㆓ 文　君　当一㆑ 鑪 (ろ)。相　如　身　自 (　ラ)　著㆓ ( つケ) 犢 (とく)　鼻 (び)　褌㆒ (こんヲ) 与㆓ 保　庸㆒ 雑　作 (　シ)、滌㆓ (あらフ) 器 (　ヲ)　於　市　中 (　ニ)㆒。卓　王　孫　聞 (　キテ) 而　⑥恥 (　ヂ)㆑ 之 (　ヲ)、ｃ為　杜㆑ ( とヂテ) 門 (　ヲ)　不㆑ 出 (　デ)。⑦昆　弟　諸　公　更 (こもごも)　謂㆓ (　ヒテ) 王　孫 (　ニ)㆒ 曰 (　ハク)、「有㆓ (ルノミ)　一　男　両  女㆒、所 (　ノ)㆑ 不 (　ル)㆑ 足 (　ラ)　者 (　ハ)　非㆑ (　ザル) 財 (　ニ)　也。今　文　君　已 (　ニ)　失㆓ (しつシ) 身 (　ヲ)　於　司　馬　長　卿 (　ニ)㆒、長　卿　故 (もと)　倦㆑ ( うミ) 游 (　ニ)、雖 (　モ)㆑ 貧、 (　シト)其 (　ノ)　人　材　足㆑ (　ル) 依 (　ルニ) 也。ｄ且　又　令 (　ノ)　客 (　ナリ)。独 (　リ) ｅ奈　何　相 (　ヒ)　辱 (はづかしムルコト) 如㆑ (　キト) 此 (　クノ)。」卓　王　孫　不㆑ 得㆑ 已 (　ムヲ)、分㆓ (㆐) 予 (　ス)　文　君 (　ニ)　僮 (どう)　百　人、銭　百　万、及 (　ビ)　其 (　ノ)　嫁 (　セシ)　時 (　ノ)　衣　被　財　物 (　ヲ)㆒。文　君　乃 (　チ)　与㆓ 相　如㆒ 帰 (　リ)㆓ 成　都 (　ニ)㆒、買㆓ (　ヒテ) 田　宅 (　ヲ)㆒、為 (　ル)㆓ 富　人 (　ト)㆒。


注　司馬相如…成都（四川省成都市）の人。字は長 (ちよう)卿 (けい)。漢代を代表する文学者。
　　寡…夫を亡くした女性。
　　与令相重…長官と互いに敬い合う。
　　琴心…琴の音に託した思い。
　　雍容間雅…ゆったりとして優雅な様。
　　都…容姿や所作が美しい。
　　弄…奏でる。
　　殷勤…思慕の情。
　　昆弟…兄弟。ここでは一族の有力者。
　　仮貸…借金する。
　　当鑪…店番をする。
　　犢鼻褌…子牛の鼻のような形をしたふんどし。
　　保庸…雇われ人。
　　諸公…町の長者。
　　僮…召使い。
　　衣被…衣服と夜具。

問１　二重傍線部ａ「甚」・ｂ「尽」・ｃ「為」・ｄ「且」・ｅ「奈何」は、それぞれ文中でどのように読むか。その読み方を送り仮名も含めてすべて平仮名で記せ（現代仮名づかいでもよい）。

問２　傍線部①「恐不得当也」の解釈として最も適当なものを、次のア～オのうちから選び、記号で答えよ。
ア　卓文君は、相如の演奏に対して自分の実力では及ばないであろうと恐れていた。
イ　卓文君は、相如の目的が自分を欺いて財産を奪うことにあることを疑っていた。
ウ　卓文君は、相如の相手として自分は相応 (ふさわ)しくないのではないかと心配していた。
エ　卓文君は、相如の能力に対する自分の評価が間違っていることを懸念していた。
オ　卓文君は、相如の挑戦を阻むことができず自分が相手をすることを憂えていた。

問３　傍線部②「相如乃使人重賜文君侍者通殷勤」は「相如は人を通じて文君の侍女に手厚く贈り物を与えて思慕の情を伝えさせた」という意味である。その場合、本文にはどのように返り点を施せばよいか。解答欄の本文に返り点を施せ（送り仮名は不要）。

問４　傍線部③「家居徒四壁立」はどのような状況を表すか。最も適当なものを、次のア～オのうちから選び、記号で答えよ。
ア　部屋の中に誰も居 (お)らず、抜けがらのような状況。
イ　隣近所との関係が悪く、周囲から孤立した状況。
ウ　自宅の四方が塀に覆われて、外出できない状況。
エ　家の中が空っぽで何もない、とても貧しい状況。
オ　周囲に他の家はなく、世間から隔絶された状況。

問５　傍線部④「我不忍殺」、⑤「令文君当鑪」をすべて平仮名で書き下し文に改めよ（現代仮名づかいでもよい）。

問６　傍線部⑥「恥之」は何を恥ずかしく思ったのか。三十五字以内で説明せよ。

問７　傍線部⑦「昆弟諸公更謂王孫曰」とあるが、昆弟諸公はどのような理由を挙げて卓王孫を説得しようとしているか。その理由を昆弟諸公のことばから三点にまとめよ。

◎問８　卓文君はどのような人物として描かれているか。本文の記述に即して説明せよ。


【解答と採点基準】
問１　ａ＝はなはだ　　ｂ＝ことごとく　　ｃ＝ために
　　　ｄ＝かつ　　　　ｅ＝いかんぞ
問２　ウ
問３　相  如  乃  使下 人 重  賜二 文  君  侍  者一 通中 殷  勤上。
問４　エ
問５　④＝ＡわれころすにＢしのびざるも
Ａ＝５〔「に」が補えていなければ０。〕
Ｂ＝５〔「しのび」と未然形に活用させていなければ減点２。「ざるも」と逆接でつなげていなければ減点２。〕
　　　⑤＝ＡぶんくんをしてＢろにあたらしむ
Ａ＝５〔「をして」が補えていなければ０。〕
Ｂ＝５〔「に」が補えていなければ０。「あたら」と未然形に活用させていなければ減点２。〕
問６　Ａ貧しさゆえに、Ｂ相如は褌 (ふんどし)姿で下働きをし、Ｃ娘は酒屋の店番をしていたこと。（34字）
Ａ＝３〔「貧しくて」なども可。〕
Ｂ＝４〔「褌姿」は「みすぼらしい姿」なども可。「下働き」は「皿洗いなどの雑用」と具体的に説明していても可。〕
Ｃ＝３〔「店番をしていた」は「店番をさせられていた」と使役にしていても可。〕
問７　・Ａ子は三人しかおらず、Ｂ財産は充分に分与することができるから。
Ａ＝５〔「三人」は「一男二女」などと具体的に説明していても可。〕
Ｂ＝５〔「経済的な援助をしても困らないだけの財産がある」などと説明していても可。〕
　・Ａ相如は貧しくはあるが、Ｂその人物・才能は捨てたものではないから。
Ａ＝５〔「貧しくはあるが」は「今は貧しい暮らしを余儀なくされているが」などと説明していても可。〕
Ｂ＝５〔「頼り甲斐のある人物である」「優れた才覚を持っている」などと説明していても可。〕
　・Ａ長官の賓客である相如をＢ見捨てると長官の面 (めん)子 (つ)を潰すことになるから。
Ａ＝５〔「賓客」は「客」「旧知の者」などでも可。〕
Ｂ＝５〔「ないがしろにすることはできない」「軽く扱うわけにはいかない」などと説明していても可。〕
問８　Ａ想いを寄せる男性と駆け落ちし、その後は自ら酒屋の店頭に立って夫を支えるなど行動力に長け、Ｂなおかつ一族の有力者を頼って経済的援助を求めるなど判断力にも優れた人物。
Ａ＝５〔相如と駆け落ちしたエピソードがなければ減点２。酒屋の店番をするエピソードがなければ減点２。それらのエピソードを踏まえた人物像が示せていなければ減点１。〕
Ｂ＝５〔一族の有力者から借金しようとしたエピソードがなければ減点２。そのエピソードを踏まえた人物像が示せていなければ減点１。〕


【書き下し文】
是 (こ)の時 (とき)卓 (たく)王 (わう)孫 (そん)に女 (むすめ)文 (ぶん)君 (くん)なるもの有 (あ)り。新 (あら)たに寡 (くわ)となり、音 (おと)を好 (この)む。故 (ゆゑ)に相 (しやう)如 (じよ)繆 (いつは)りて令 (れい)と相 (あ)ひ重 (おも)んじ、而 (しか)して琴 (きん)心 (しん)を以 (もつ)て之 (これ)に挑 (いど)む。相如臨 (りん)邛 (きよう)に之 (ゆ)くとき、車 (しや)騎 (き)を従 (したが)へ、雍 (よう)容 (よう)間 (かん)雅 (が)にして問１ａ甚 (はなは)だ 都 (みやび)やかなり。卓 (たく)氏 (し)に飲 (の)みて琴を弄 (ろう)するに及 (およ)びて、文君窃 (ひそ)かに戸 (と)より之を窺 (うかが)ひ、心 (こころ)悦 (よろこ)びて之を好 (よ)しとし、当 (あ)たるを得 (え)ざらんことを恐 (おそ)るるなり。既 (すで)に罷 (や)み、問３相如乃 (すなは)ち人 (ひと)をして重 (おも)く文君侍 (じ)者 (しや)に賜 (たま)ひて殷 (いん)勤 (ぎん)を通 (つう)ぜしむ。文君夜 (よ)亡 (に)げて相如に奔 (はし)り、相如乃ち与 (とも)に馳 (は)せて成 (せい)都 (と)に帰 (かへ)る。家 (か)居 (きよ)徒 (た)だ四 (し)壁 (へき)立 (た)つのみ。卓王孫大 (おほ)いに怒 (いか)りて曰 (い)はく、「女至 (いた)つて不 (ふ)材 (ざい)なり、問５④我 (われ)殺 (ころ)すに忍 (しの)びざるも、一 (いつ)銭 (せん)も分 (わ)かたざらん。」と。人或 (ある)いは王孫に謂 (い)ふも、王孫終 (つひ)に聴 (き)かず。
　文君之を久 (ひさ)しくして楽 (たの)しまずして、曰はく、「長 (ちやう)卿 (けい)第 (た)だ倶 (とも)に臨邛に如 (ゆ)け。昆 (こん)弟 (てい)に従ひて仮 (か)貨 (くわ)せば猶 (な)ほ生 (せい)を為 (な)すに足 (た)らん。何 (なん)ぞ自 (みづか)ら苦 (くる)しむこと此 (か)くのごときに至 (いた)る。」と。相如与に倶に臨邛に之き、問１ｂ尽 (ことごと)く其 (そ)の車騎を売 (う)り、一 (いつ)酒 (しゆ)舎 (しや)を買 (か)ひて酒 (さけ)を酤 (う)り、而して問５⑤文君をして鑪 (ろ)に当 (あ)たらしむ。相如身 (み)自ら犢 (とく)鼻 (び)褌 (こん)を著 (つ)け保 (ほ)庸 (よう)と雑 (ざふ)作 (さ)し、器 (き)を市 (し)中 (ちゆう)に滌 (あら)ふ。卓王孫聞 (き)きて之を恥 (は)ぢ、問１ｃ為 (ため)に門 (もん)を杜 (と)ぢて出 (い)でず。昆 (こん)弟 (てい)諸 (しよ)公 (こう)更 (こもごも)王孫に謂ひて曰はく、「一 (いち)男 (なん)両 (りやう)女 (ぢよ)有るのみ、足 (た)らざる所 (ところ)の者 (もの)は財 (ざい)に非 (あら)ざるなり。今 (いま)文君已 (すで)に身を司 (し)馬 (ば)長卿に失 (しつ)し、長卿故 (もと)游 (いう)に倦 (う)み、貧 (まづ)しと雖 (いへど)も、其の人 (じん)材 (ざい)依 (よ)るに足るなり。問１ｄ且 (か)つ又 (また)令の客 (かく)なり。独 (ひと)り問１ｅ奈何 (いかん)ぞ相 (あ)ひ辱 (はづかし)むること此くのごとき。」と。卓王孫已 (や)むを得ず、文君に僮 (どう)百 (ひやく)人 (にん)、銭 (せん)百 (ひやく)万 (まん)、及び其の嫁 (か)せし時 (とき)の衣 (い)被 (ひ)財 (ざい)物 (ぶつ)を分 (ぶん)予 (よ)す。文君乃ち相如と成 (せい)都 (と)に帰 (かへ)り、田 (でん)宅 (たく)を買ひて、富 (ふ)人 (じん)と為る。


【現代語訳】
このとき卓王孫には文君という娘がいた。（彼女は）寡婦（＝夫を亡くした女性）になったばかりで、音楽が好きだった。だから相如は偽って長官と互いに敬い合い、琴の音に託した思いで文君の心を惹 (ひ)きつけようとした。相如が臨邛におもむくときには、馬車を従え、ゆったりとして優雅な様でたいそう容姿や所作が美しかった。卓氏の酒宴にのぞんで琴を奏でると、文君はひそかに戸（の隙間）からこの様子をうかがい、心惹かれて相如を好ましく思い、問２相如の相手として自分は相応しくないのではないかと心配していた。すっかり（酒宴が）終わると、相如は人を通じて文君の侍女に手厚く贈り物を与えて思慕の情を伝えさせた。文君は夜に（家から）逃げだして相如のもとに向かい、そこで相如は文君を連れて成都に（馳せ）帰った。（しかし成都の）家はただ四方の壁が立っているばかりで（問４家の中は空っぽで何もない、とても貧しい状況で）あった。卓王孫が大いに怒って言うことには、「娘は極めて愚かだ、（父として）私は（不義をとがめて）殺すには忍びないが、（しかし）たとえ一銭でも分与してやるつもりはない。」と。（二人のために）王孫にとりなしてくれる人もあったが、王孫はどうしても聴きいれなかった。
　しばらくすると文君は（貧しい暮らしに）心楽しまずに、言うことには、「あなたはとにかく私と一緒に臨邛に行きなさい。（一族の有力者である）兄弟から借金をすればどうにか生活できるでしょう。どうして自分からこんなに（貧しい暮らしをして）苦しむことがありましょうか、いやありません。」と。（そこで）相如は文君とともに臨邛に行き、所有していた馬車をすべて売りはらって、（そのお金で）酒屋を一軒買い入れて酒を売り（はじめ）、文君には店番をさせた。相如自身は子牛の鼻のような形をしたふんどし（一枚）になって雇われ人とともに雑用を行い、食器を市場の中で洗った。卓王孫はこのことを聞いて恥じ入り、そのため門を閉じて外出しなかった。文君の兄弟や長老たちがかわるがわる王孫に言うことには、「（あなたの）子どもは一男二女だけで、財産は充分にあります。いま文君はすでに司馬長卿と夫婦になってしまいましたが、長卿はもともと久しく外に遊歴した男で、貧しくはありますが、その人物・才能は捨てたものではありません。それに県令の賓客でもあります。（それなのに）どうしてこんなにも捨ておかれるのですか。」と。卓王孫はやむを得ず、文君に召使い百人・銭百万と、先夫に嫁いだ際の衣服と夜具や財物を分与した。そこで文君は相如とともに成都に帰り、田宅を買い入れて、富豪となった。
